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問い合わせ先
ビジネススクール事業推進室 FBS事務局（担当：下川）

〒102-0073 東京都千代田区九段北3-2-11 住友不動産九段北ビル（受付5F）
TEL：03-3514-1387　FAX:03-3514-1301　MAIL：FBS_info@frontier-mgmt.com

フ ロ ン テ ィ ア ・ ビ ジ ネ ス ス ク ー ル 　 レ ビ ュ ー

2018年フロンティア・ビジネススクール
第7期事業会社様向け講座開講します！ 5/8〜6/28

女性割、推奨プラン割、早割など新たなお値引プランも新講師陣 登場！
フロンティア・ビジネススクールでは、フロンティア・マネジメントで実際に活躍している経営コンサルタントやM&Aアド
バイザーが講師となり、講師自らが担当・経験した事例を受講者が疑似体験できる“超”実践型の授業を実施しており
ます。2018年度は、新たなる講師が5名加わり、講座の内容も更にブラッシュアップ。さらに、キャリアアップを目指す
女性向けの「女性割」のほか、目的に沿った複数の講座をお得に利用できる「推奨プラン割」、30日以上前のお申込が
お得な「早割」などのお値引もご用意いたしました。 ☆2018年度の地域金融機関様向け講座も受付中。開催日：7月13日（金）・8月3日（金）

田中 浩一郎
フロンティア・マネジメント㈱
シニア・ディレクター
全社ビジョン策定、営業及び生産に
対する常駐での変革といった計画策
定から実行までのコンサルティング
業務経験を数多く有する

林 浩史
フロンティア・マネジメント㈱
マネージング・ディレクター
計画策定から実行支援までの一
気通貫プロジェクトを多数経験

白石 良彰
フロンティア・マネジメント㈱
シニア・ディレクター
公認会計士からコンサルタント
へ転身。戦略立案、事業計画化、
実行支援など幅広なソリュー
ションを担当する

竹下 薫
フロンティア・マネジメント㈱
マネージング・ディレクター
大手金融機関及び会計系FASを経
て、ビジネスデュー・ディリジェン
ス、事業戦略立案、事業再生のコン
サルティング等に長年従事

M＆A

新しい講師の紹介

2018年度フロンティア・ビジネススクールの講義の構成 〜 春季限定企画 「女性割」〜

事業会社様・金融機関様向け
各詳細はこちらから

http://www.frontier-mgmt.com/FBS/

http://www.nikkeimm.co.jp/fbs/

女性キャリアアップ応援キャンペーン

2018年度
パンフレットを
ダウンロード
できます

全講座 30％OFF
合計3時間（または5時間）

講師による講義の総括

休憩（5～10分）

休憩（5～10分）

◦事前宿題（ケース）をもとに論点を討議
◦他の受講者とともに論点を整理
◦グループ別発表
◦講師による総括

セッション

1

セッション

2
◦事前宿題（ケース）をもとに論点をセッション1の内容を受けて、
または講師より出された新規の論点を討議

◦他の受講者とともに論点を整理
◦グループ別発表
◦講師による総括

経営戦略 経営戦略デュー・ディリジェンスの実務 経営戦略の概論と実践 戦略遂行

中村 吉貴
フロンティア・マネジメント㈱
マネージング・ディレクター
大手監査法人を経て、ビジネス・財
務デュー・ディリジェンス、中期経
営計画策定、事業再生のコンサル
ティング等に多数従事

受講者により
出された論点を整理し、
課題の「解の示唆」を
講師が提供します

座学の時間を抑え、
受講者との双方向の
コミュニケーションを

重視

受講のお申し込みは
こちらから
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C O N T E N T S

はじめに
幕開け ……もっとも美しい文章
第一章 ……人生
第二章 ……自然哲学
第三章 ……破天荒
第四章 ……日本の美
第五章 ……人文哲学
第六章 ……社会
最終章 ……もっとも温かな文章  村上春樹さん
あとがき …お礼に代えて

著者 村田 朋博

出版社 静山堂出版

発行年月 2018年4月

定価 1,200円（税抜）

この本を読まずに死ぬな！

意思決定者との
信頼関係の構築

　企業が事業を推進するうえで、顧客
企業のトップとの信頼関係の構築が重
要であることは論を俟ちません。それ
が実現できていれば、日々の業務を円
滑に進めることができるでしょうし、
渾身の提案を直接トップに訴えること
もできるでしょう。
　しかしながら、豊富な経験と優れた
見識をお持ちの企業トップから信頼を
獲得することは容易ではなく、大きな
テーマと言えます。

重鎮は何を求めているのか？
～上場企業創業者の激高

　名を成した重鎮は何を求めているの
か？私の経験を2つ示します。
　ある企業の創業者の記事を拝読し、
大変興味深い内容であったので代表電
話に電話をしてみたところ、予想外に
創業者につながり、面談をご承諾いた
だきました。面談当日、応接室でお待
ちしていると創業者がいらっしゃっ
て、名刺交換……。
　その瞬間に、創業者は「出ていけ！」
と激高されたのです。お会いした瞬間
に、です。作り話と思われるかもしれ
ませんが、本当です。私はまだ「はじ
めまして」としか発言していません。

名刺をご覧になった瞬間に、応接の外
にも聞こえる声で叫ばれたのです。「お
電話で許可いただいたので参りまし
た」と申し上げても、「そんな覚えは
ない！」と取り付く島がありません（詳
しくは書けませんが、ある業界の所作
に不満があり、私も同種の人間だと勘
違いされたのです）。私は逡巡しまし
たが、何も悪いことはしていないと思
い直し、動きませんでした。
　その後どうなったか？創業者と二時
間にわたって話をし、さらには社内見
学の後、創業者の車に乗せていただき
お昼までご馳走になりました。
　どのように創業者の信頼を獲得した
のはさておき、面談中に創業者から渡
されたのは本のリストでした。リスト
にあったのは、経営の本ではなく、人
生、哲学、宗教に関する本でした。
　また、ある著名経営者に講演をお願
いした時も同じでした。「経営の話は
もう十分じゃないかな？それよりも、
生き方、哲学の話をしたい」と言われ
たのです。

「世界」を拡張する
～現代のリベラル・アーツ

　直接的な仕事の話ももちろん重要で
すが、遠回りにみえて実は、仕事とは
直接関係がない領域でのより深い信頼
関係の構築が重要であると言えます。

　重鎮との信頼関係を構築するために
は、自身の「世界」を拡大させること
が必要です。そのための現実的な回答
が読書です。読書は、他人の経験を自
分ものにすることだからです。ただし、
凡庸な世界ではなく、百戦錬磨の重鎮
でさえも驚くような世界でなければな
りません。
　我々が4月に出版した「この本を読
まずに死ぬな! ～人生を変える珠玉の
15冊～」は、15の非凡世界を紹介す
るものです。
　ギリシャ、ローマ時代に源流を持つ
リベラル・アーツは、「人間に必要な学」
として、文法学、修辞学、論理学、算
術、幾何、天文学、音楽の七つ、さら
にその「上位」学問として哲学があっ
たそうです。本書では、やや大げさで
すが、現代のリベラル・アーツとして、
自然哲学、人文哲学、人生、社会、文
学の本を15冊取り上げました。「自然
哲学」では相対性理論、量子論、宇宙
論。「人文哲学」では車谷長吉さん、
川上未映子さん。「人生」ではカズオ
イシグロさん、モブノリオさん、村上
春樹さん……など珠玉の15冊を紹介
しています。
　もちろん、この15冊が全てではあ
りませんが、「世界」の拡張のために
是非ご活用いただきたいと思います。
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